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俳句と異文化理解








帰国時点の異文化理解(受 容)レ ベルは,回 答
者120人のうち65人(65%)が,下表の8段 階



















レベル 異文化理解過程(体験仮説) 駐在期間(同仮説) 調査結果
1 カ ル チ ャー シ ョク を体 験 (赴任早々)
↓(↑)
2 現地語が分かり始める (半年?) 赴任時のレベル
↓(↑) (2.Q)
3 現地生活と勤務環境に慣れる (約1年?) ↓
↓(↑) 駐在期間
4 異文化に対する学習 (早くて2,3年?) (4.4年)
↓(↑) ↓
5 文化差異の発見と自国文化の再認識 (4,5年?) (5.6)
↓(↑) 帰国時のレベル


































る。 ここにイ ン ドネ シア生活 を詠んだ拙著句 を
取 り上 げ,自 身 で分析 を試 みる大 きな理 由があ
る。拙著の英語対訳 『潜水』(2002永田書房)
は,日 米二人 の文学者 の共訳 による英文解説 を
つ けて上梓 した。縦文字詩歌 の横文字詩歌へ の
翻訳 配慮 で あ る。 これ は師事 した故 山 口誓子
(1901～1994)の英 文 集 『TheEssenceof
ModernHaiku』(1993:Mangajin,Inc.Atla
nta社)に倣 った ものであ る。 なお 『潜水』10
0句の90%以上 は,再 赴任 時(1994～1996年)
の朝 日新聞 アセア ン地域版 ア ジア俳壇 の入選句
で ある。




印象的な トッピクスを通 じて,そ の トッピクス
の持つ 「意味」と 「価値観」を観察す ることに
なる。 トッピクスに対 して 「何故?」 という素
朴な疑問か ら異文化問題は始まる。筆者は赴任













社会 レベル,象 徴 レベルの三種類 に分類 してい


























れる(以 下 「文化 レベル」 という)。駐在員は









































5.象 徴 と価 値 観
そこで前記の 『潜水」か ら自然 レベル,社 会
レベル,文 化 レベルに該当す る6句 を抜き出 し,
場知賀類 型の① ～④ の何れ に該当するか分析 し
て みた。100句の中 には①～④ に分類 しが たい
グ レー ゾー ンの句 も多 い。
a)最 初の句 の トッピクスは 「夕焼 け」である。
前記の青木分類 では自然乃至社会 レベルに該
当す る事例 であろう。筆者が ジャワ島で もっ
とも感動 を受 けた情景句である。1987～1989
年頃の ジャカルタ郊外 ブカシの,勤 務先 の研
修所近 くの夕景 である。 ジャワ島の大地 は陸
上競技場 のア ンツーカーのよ うな赤色 を して
いる。知人(農 林省)の 話では大地 は鉄分 が
多 く,酸 化 しやす いということであ った。 そ
の赤い大地 は夕焼 けで さらに独特 の色 に染 ま
る。その光景 は 自分の俳句美学の価値観 がさ
らに強化 されたケースに相当する。前記 の場
知賀類型 の② 「初 めて見て感銘す る経験 で 自












b)次 の句 の トッピクスは 「叱咤 されて いる牛」
であ る。牛 は ジャワ語 が分か るのか?こ の句
集 で人気 の高 か った俳句 である。 これ も自然
乃至社会 レベルの事例で あろう。牛 は 日本 の
牛 と同 じよ うに農夫 に 「おう,お う」 とジャ
ワ語 で尻 を叩かれ ていた。昔の 日本 の農業風
景,田 掻牛 を彷彿 させ る ものが ある。 当初か
らプ ラス イメー ジの価 値観 で あ って,① の
「初 めて見 た ときに も驚か ない体験 。 この経
験 は等 しい価値観 を意識 した場合 に得 られ る
ケース」 に該 当す ると思 われ る。評価 は今後
も多分変化す ることはないだろう。











C)次 の句の トッピクスは 「濁 った川」 である。
ジャカル タの片 隅に汚 れた川 で髪 を洗 う生活
もあ った。 こ うい う生活 が大都会 の片 隅にあ
るのを見 ると,胸 が締 め付 け られ た。社会 レ
ベル の事例 であろ う。途上 国では経済成長 と
公害の関係,そ して富者 と貧者の関係 も トレー
ドオ フの関係 にある。 これは④ の 「もう一 つ
のタイプの異 なるカルチ ュアー ・シ ョック。
これは人 が価値観 においてなにか の矛盾 を感
じた場合 に起 こる。 つま り自分 の価値 観 と相
手 の価値観 が矛盾す る ときの ショックを受 け
るケ ース」 に該 当す ると思わ れ る。 今 で も
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「濁 った川」 に対す るマイナ スイメー ジは変
わ っていない。JICA専門家 と して,中 小企
業振興 対 策 に従 事 して いた者 に と って は,
「濁 った川」 を見 るたびに複雑 な思 いが去来
した。








d)次 の句 は筆者 が もっと も強烈 な印象 を受 け
たイスラム信仰句 である。 その トッピクスは
「炎天下 の大地 で祈 る人」 であ る。文化(宗
教)レ ベルを表す事例で あろう。祈 って いる
のは唯一絶対神 のア ッラーに対 して疑 いのな
い,敬 虔 な信仰 を持 って いる人で あろう。暮
らしの中に宗教 があるというよ りも,宗 教の
中に暮 らしがあるといって もよい。宗教的 に
いい加減 に生 きてきた筆者 にとっては,こ の
光景 は新鮮 な衝撃 であった。筆者 は彼 の信仰
姿勢 に共感 し,プ ラスイメージの価値観 を感
じたのである。前記② に該 当す る。 これ もプ
ラスイメー ジであって今後 も変化す ることは
ないだろ う。













e)逆 に 次 の 句 の ト ッ ピ ク ス は 血 な ま ぐ さ い
「犠 牲 祭 」 で あ る。 こ れ も文 化(宗 教)レ ベ
ル を 表 す 事 例 で あ ろ う。 筆 者 は 当 初,幼 い 子
供 に 屠 殺 儀 式 の 見 物 を 許 す イ ン ドネ シ ア 人 の
倫 理 観 に 対 し て マ イ ナ ス イ メ ー ジ の ③ の 「初
め て 見 た 時,驚 い て カ ル チ ュ ア ー ・ シ ョ ッ ク
を 経 験 す る タ イ プ 。 こ の カ ル チ ュ ア ー ・シ ョ ッ
ク は 事 物 の 形,そ の 象 徴 性 を 理 解 で き な い と
き に 起 こ る ケ ー ス 」 に 分 類 して い た と思 う。
しか し犠 牲 祭 は メ ッ カ に 巡 礼 し,ハ ジ に な ら
れ た こ と を 祝 う習 慣,寄 進 さ れ た 家 畜 の 肉 を
近 隣 者 に分 け 与 え る と い う,そ の 宗 教 的 な 意
義 が 徐 々 に 分 か っ て く る と,時 間 の 経 緯 と と
も に マ イ ナ ス イ メ ー ジ は,次 第 に プ ラ ス イ メ ー
ジ の ① に揺 れ 動 い た 。 今 で は プ ラ ス イ メ ー ジ
① で あ る。

























































6.『 潜 水 』 句 の 分 析 か ら
以上 『潜水』句 を分析材料 として,ト ッピク
ス に対す る価値観評価 を行 った。俳句 はもとも
と内省 的 ・主観 的な感性 が表現 された市 民文学
であ るので,質 的分析 には適 さない ともいえ る
が,こ れによ って以下 の知見を得 た ことも確か
であ る。
①6旬 の分析手法 と同様 に して,『潜水』100
句(う ち88句はイ ン ドネ シア生活句,12句 は
一・次 帰国時の国内句 と中国 ・大連視 察句)を
縦横 の マ トッリクス表 に分 類整理 した下 表
(資料No.3)。横軸 に青木3分 類を,縦 軸 に場
知賀4類 型 を とり,該 当す る俳句を それ ぞれ
挿入 ・整理 した。
② この表か ら筆者 の 「潜水』の関心領域 は,
非イ ン ドネ シア句の12句を入れて も,社 会 レ
ベルを詠 んだ俳句 が60句と もっとも多 く,異
文化社会 に対す る関心が高 いことが分 った。
文化 レベルが21旬,自 然 レベルが19句とな っ
て いる。文化 レベル も意外 に多 い。 これはイ
スラム文化 に対す る関心で あろう。4類 型 の
価値観分類では,プ ラスイ メージ句(①+②)
が全 体 の67句も占め,マ イナス イ メー ジ句
(③+④)は その1/3の21句 にす ぎな い。





青 木 ・ トッピ クス の3分 類













しい価値観を意識した場合に得られるケース 14句 11句 1句 26句
② 初めて見て感銘する経験で自分の価値観が強化さ
れると考えられるケース










0句 7句 1句 8句
非インドネシア句(国 内句と中国句) 1句 9句 2句 12句
















んとな く分かるとしても,社会 レベル,特 に
文化レベルの トッピクスになると,その背景
や価値観はよく分からない。恐 らく当初段階



















文化,伝 統文化行事,歴 史,自然(動 物,植
物),政治 ・経済 ・法律,地 域別,時 代別な
ど,社会学が関心を示すテーマを挿入 し,縦
軸に地方独特の地貌季語,あ るいは前記の青


















































































































































































































的ではな く,恐 らく流動的であろう。 つまり
「犠牲祭句」のように,自 分の異文化理解の深
化により,次第にプラス評価に変化 していくケー
スもあるし,その逆のケースもありうる。
11.終わ りに
以上エ ッセイの形を借りて,自作俳句の価値
観分析の可能性を探ってみた。論点を整理する
と,異文化理解とは,初期情報→現場体験→自
他の文化の差異を体感→異なった価値観 ・信念 ・
習慣の理解→異文化摩擦を乗 り越えようとする
理解姿勢にあるともいえる。勿論これらの諸段
階が重なる場合もあり,段階区別が困難なケー
スもあり,単純ではない。それには一定の駐在
期間が必要である。一過性の観光旅行は綺麗な
ところを駆け足で,そ の国の表面を見るだけで
終わることが多い。異文化情報のもつ意味の深
さや,情 報の投影性は分かりにくい。異文化理
解とはある程度の駐在期間を経て,異 文化の体
感性≒価値観の理解性(プ ラスイメージ)≒逆
の忌避感情性(マ イナスイメージ)に到達する
ことと言えるのではないか。異文化理解とはよ
りす ぐれて体感的理解であると考える。
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